11診療情報提供書画面

11.1設置フォーム

	No
	フォーム名
	種類
	補足

	1
	印刷
	BUTTON
	ボタン押下により、印刷ダイアログを表示させる。

この際、フォーム入力を実行日時・実行者と共に記録する。

	2
	発行履歴
	SELECT
	記録年月日・記録者を

「XXXXX/XX/XX　XXXXXXXX」
の形式で、降順で挿入する。

記録が無い場合には「-----」要素を挿入し、3から14までについてデフォルト値を設定する。

記録が1件以上存在する場合に、本画面新規表示の際には、最新記録日付（降順の1件目最上段）とする。
ユーザが任意でSELECT要素を変更した場合には、それを選択とする。

	3
	当日　年
	TEXT
	本画面を開いた日時より、年をデフォルト値として挿入する。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	4
	当日　月
	TEXT
	本画面を開いた日時より、月をデフォルト値として挿入する。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	5
	当日　日
	TEXT
	本画面を開いた日時より、日付をデフォルト値として挿入する。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	6
	病院名
	TEXT
	デフォルト値は空欄とし、利用者が任意で文字列を挿入する。ここにフォーカスが移った場合、IME制御をONにする。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	7
	診療科名
	TEXT
	デフォルト値は空欄とし、利用者が任意で文字列を挿入する。ここにフォーカスが移った場合、IME制御をONにする。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	8
	紹介先名前
	TEXT
	デフォルト値は空欄とし、利用者が任意で文字列を挿入する。ここにフォーカスが移った場合、IME制御をONにする。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	9
	紹介元名前
	TEXT
	デフォルト値は空欄とし、利用者が任意で文字列を挿入する。ここにフォーカスが移った場合、IME制御をONにする。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	10
	名前
	TEXT
	デフォルト値は空欄とし、利用者が任意で文字列を挿入する。ここにフォーカスが移った場合、IME制御をONにする。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	11
	住所
	TEXT
	デフォルト値は空欄とし、利用者が任意で文字列を挿入する。ここにフォーカスが移った場合、IME制御をONにする。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	12
	生年　年
	TEXT
	患者の問診時入力データ、生年月日より、年をデフォルト値として挿入する。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	13
	生年　月
	TEXT
	患者の問診時入力データ、生年月日より、月をデフォルト値として挿入する。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	14
	生年　日
	TEXT
	患者の問診時入力データ、生年月日より、日付をデフォルト値として挿入する。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	15
	年齢
	TEXT
	患者の問診時入力データ、生年月日より、年齢をデフォルト値として挿入する。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	16
	診断名
	TEXT
	患者の本問診データに対応する外来カルテ機能において入力された診断名（Diagnosis）をデフォルト値として挿入する。

SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	17
	経過
	TEXTAREA
	患者の本問診データに対応する外来カルテ機能において入力されたCC及びA/Pをデフォルト値として挿入する。

SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	18
	依頼詳細
	RADIO
	表示文章の選択を行う。選択は以下よりどちらかを排他選択させる。
　ご高診ご加療のほど

入院加療の要否も含めご高診のほど

	19
	付添フラグ
	CHECK
	固定文を表示させるかどうかの選択を行う。ONの場合には印刷対象とし、OFFの場合は印刷対象としない。
（入院の際には、家人の付き添い可能です。）ｚ

	20
	処方
	TEXTAREA
	患者の本問診データに対応する外来カルテ機能において入力された処方（Recipe）をデフォルト値として挿入する。

SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。


11.2遷移
	分類
	要因
	行動・画面

	遷移元
	ユーザの任意動作
	文書作成画面におけるリンク押下

	自己遷移
	記録日付変更
	SELECTフォームの要素変更

	遷移先
	何らかのエラー発生時
	エラー画面


11.3機能

11.3.1診療情報提供書入力機能

	No
	分類
	補足

	1
	入力日
	フォーム3/4/5を使用し、「XXXXX年XX月XX日」の形式で表示、入力させる。

	2
	病院名
	フォーム6を表示、入力させる。

	3
	診療科名
	フォーム7を表示、入力させる。

	4
	紹介先名前
	フォーム8を表示、入力させる。

	5
	紹介元名前
	フォーム9を表示、入力させる。

	6
	名前
	フォーム10を表示、入力させる。

	7
	住所
	フォーム11を表示、入力させる。

	8
	生年月日・年齢
	フォーム12/13/14/15を使用し、「XXXXX年XX月XX日（XXXX歳）」の形式で表示、入力させる。
年齢については、
日齢XX日

　XXヶ月

　XX歳XXヶ月

　XX歳

の形式のいづれかとする。

	9
	診断名
	フォーム16を表示、入力させる。

	10
	経過
	フォーム17を表示、入力させる
行数は5行分とし、印刷の際には周囲の基準文字サイズより小さくする。

	11
	依頼詳細
	フォーム18の入力により、固定文を協調表示させる。

	12
	付添フラグ
	フォーム19の入力により、固定文を協調表示させる。

	13
	処方
	フォーム20を表示、入力させる

行数は3行分とし、印刷の際には周囲の基準文字サイズより小さくする。


11.3.2診療情報提供書印刷機能

画面表示・入力した内容を印刷するためのボタンを提供する。ボタンを押すと印刷ダイアログが開くものとする。基本レイアウトはA4サイズ1枚に収まるものを想定する。印刷イメージ画面は自己ウインドウ、新規ウインドウなどで表示せず直接印刷する。

サンプルを以下に示す。

以上







